
ＮＣＣ自主勉強会企画『ＮＣＣスクエア』 

 

【目 的】 

クライアントに対して真に役に立つ支援を行うために不可欠な個人のスキルアッ

プと会員相互ネットワークを強固にすることを目的とし、会員が自由なアイディアや

題材を持ち寄り、会員による主体的なオープンな情報交換や勉強会を実施する。 

（様々な立場の会員が様々な形態の勉強会を主体的に立ち上げ、参加できることから

人々が行きかう広場を意味する「スクエア」を名称に付した。） 

 

【形 式】 

定期的な開催を目指すが、会員の主体的かつ継続的な提案及び運営を鑑み、日程を

固定しての実施は行わず、企画する会員の都合に合わせ実施できることとする。 

 開催時間は明確にし、設定したテーマ等に基づいたフリーディスカッション形式や

学習会を行う。限定したカテゴリーの人だけを集め分科会のような形式も可。 

（ただ「集まって 20 分会話しましょう」は不可。意図性を持って企画をすること） 

【注 意】 

＊資格対策のロープレや逐語研究については、この場を提供しない。 

 ＊勉強会内で起るトラブルについては、協会では責任を負わない。 

 

【実施方法（基本ライン）】 

 ○ホスト（主催者）が設定するテーマ（形式）および日程をＨＰやＭＬにて公開し、

参加者を募る。（開催希望日 1 カ月前までに事務局に申請） 

 ○会場は、主に万代市民会館か新潟市市民活動支援センターを使用。 

○当面はＮＣＣ事務局が１～２人参加し、運営をサポート。最終的には、会員のみ

で運営できることを目指す。 

 ○ホストもしくは参加者に報告書（写真等含む）の提出を義務付ける。（事務局に

おいて報告書を HP 会員ページ等にアップする） 

 ※申し込みから実施までのフローを HP 会員ページに掲載を予定。 

  

【経 費】 

 ○原則として、参加者が実費を負担する。 

 

【企画参考例】 

EX.①平日夜間“気軽な開催型”『テーマ設定に基づくフリーディスカッション』 

  テーマ：“若年者支援におけるＣＣの関わり” 

  ホスト：会員氏名：（可能であれば所属） 

  日 時：平成 25 年○月○○日（水）1９:00～２１:00 

  内 容：１．ホストからテーマについて 5 分程度の問題提議や現状報告 

      ２．30 分～40 分程度を１セッションとし、メンバーチェンジ 

      ３．ホワイトボードや模造紙、画用紙（もしくはワークシート）に 

        気になったキーワードと感想を記入。 

４．後日ＨＰ会員ページにて公開 
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EX.②週末“学習型”『ビデオ教材を用いた勉強会』 

  テーマ：“（教材タイトル）研究” 

  ホスト： ホスト：会員氏名：（可能であれば所属） 

  日 時：平成 25 年○月○○日（土）14:00～16:00 

  内 容：１．ホストから教材を選んだ理由を 5 分程度で発表 

      ２．ビデオ鑑賞 

      ３．感想等（自身の事例等を踏まえ）のフリーディスカッション 

４．ホワイトボードや模造紙、画用紙（もしくはワークシート）に 

        気になったキーワードと感想を記入。 

５．後日ＨＰ会員ページにて公開 

 

 EX.③週末“大規模開催型”『アラカルト・スクエア』 

  テーマ：複数テーブルを設け、テーブルごとにテーマを設定 

  ホスト：共通する大目的を持った複数人の共同ホスト（会員氏名） 

  日 時：平成 25 年○月○○日（土）13:30～15:30 

  内 容：１．共同ホストによる開催意図（大目的）の発表 

      ２．複数のテーブル毎に大目的に向けた小テーマを設定し、 

        参加者が選択 

      ３．テーブルごとに 30 分程度のディスカッション 

      ４．2 回目以降、自分の興味があるテーブルに移動が可能。 

      ５．最終セッションのテーブル毎に簡単に報告 

６．ホワイトボードや模造紙、画用紙（もしくはワークシート）に 

        気になったキーワードと感想を記入。 

７．後日ＨＰ会員ページにて公開 

 


